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第 17 回廿日市市産業振興審議会 議事録

日 時：令和 7年 3月 28日（金）

10：00～12：00

場 所：廿日市市役所 3階 政策審議室

出席者

（委員）

・県立広島大学 地域基盤研究機構長 地域連携センター長 上水流委員（会長）

・広島修道大学商学部 教授 富川委員（副会長）

・広島工業大学 副学長 林委員

・廿日市商工会議所 会頭 澁谷委員

・佐伯商工会 会長 夏原委員

・宮島町商工会 会長 松本委員

・一般社団法人宮島観光協会 会長 中村委員

・廿日市市金融懇談会 幹事支店長 末次委員

・廿日市公共職業安定所 所長 地主委員

・廿日市市 副市長 村上委員

※大野町商工会 会長 山田委員、ひろしま農業協同組合 佐伯中央地域 統括長 野村

委員、一般社団法人はつかいち観光協会 代表理事会長 塩田委員、中国経済産業局

総務企画部 企画担当課長 腰本委員、広島県商工労働局新産業創出担当部長 空田

委員の 5名は欠席

（事務局）

・産業部長

・産業部 産業振興課長

・産業部 農林水産課長

・産業部 観光課長

・産業部 産業振興課 産業企画係 係長

・産業部 産業振興課 産業企画係 主任

・産業部 産業振興課 産業企画係 主任
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配付資料①令和 6年度廿日市市産業振興ビジョン（後期版）進捗管理シート
②廿日市市産業振興ビジョン成果指標（後期期間）／重要業績評価（KPI）一覧表
③令和 7年度 廿日市市産業審議会について

④廿日市市産業振興ビジョン後期計画 検証シート

⑤市内事業者アンケート調査集計結果（速報版）

⑥廿日市市の産業基礎データ

（情報提供資料）廿日市市男性育児休業取得促進奨励金、男性の子の看護等休暇制度導入奨励金

の創設概要説明資料

（情報提供資料）広島駅ミナモア「DoTS」チラシ
１ 開会

開会あいさつ、委員紹介（事務局：産業振興課長） （省略）

会長挨拶（上水流会長）

・皆さま、おはようございます。年度末のお忙しい中、お集まりいただきまして誠にあ

りがとうございます。本日は、令和 6年度の産業振興ビジョンの実施状況について確
認するとともに、次期産業振興ビジョンを作っていくという最初の会議になります。

重要なスタートになると思っておりますので、委員の皆さまのご意見を率直に出して

いただければと思います。どうぞよろしくお願いいたします。

２ 議題

事務局：産業振興課長

・それではこれより議題に入ります。ここからの議事進行は、規則第 3条第 2項の規定
により会長が行うこととなっておりますので、上水流会長にお願いいたします。

（１）廿日市市産業振興ビジョン（後期期間）の進捗状況について

上水流会長

・令和 6年度産業振興ビジョン関連事業の実施状況及び成果についてということで、事
務局より報告いただきます。戦略 1から戦略 7まで、戦略ごとに議論をしてまいりま
すが、前回の審議会と重なる部分がありますので、前回の報告から変更、追加、実績

があった項目のみに絞って事務局より説明をしていただきます。

・まず事務局から説明いただいて、委員の皆様から補足等ご意見を頂戴できればと思い

ます。それでは事務局の方、説明をお願いいたします。
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戦略１ 地域経済を支える・成長させる人材の育成、確保

事務局：産業振興課 産業企画係長より資料説明（記録省略）

【戦略 1－戦術 1：産業人材の育成、確保、誘致】
【戦略 1－戦術 2：多様な働き方の実現と就職支援の強化】
【戦略 1－戦術 3：創業の支援】
【戦略 1－戦術 4：事業承継、第 2創業の支援】
【戦略 1－戦術 5：商店街等のリーダーの育成と多様なプレーヤーの呼び込み】

上水流会長

・戦略 1に関するご説明ありがとうございました。様々な団体の取組の説明もございま
したが、補足説明やご意見がある委員の方は、ご発言をお願いいたします。

林委員

・1ページの吉和地域での大学生との意見交換会について継続的に実施するか検討が必
要、というところですが、もし現時点で課題感のようなものが整理されているのであ

れば、教えていただけないでしょうか。

事務局：産業振興課 産業企画係長

・今年度は事業者と大学生をマッチングしてくださる方の無償、ご厚意でやっていった

取組ですけれども、今後継続していくには、やはり費用の発生の面もありますし、本

年度やったことの成果をどうつなげていくかというビジョンがまだあまり見えてい

ない部分もあったりするので、どう継続していくか検討していくと聞いております。

上水流会長

・佐伯商工会の方から、この点で何か補足するようなことがございましたらお願いしま

す。

夏原委員

・継続してやるには、動ける人を確保するのと、どうしてもいろんな事業者が個々のや

り方で仕事をしながらの取組になるので、スケジュール調整をしっかりして、役員・

職員が内容もしっかり濃くするように、今年はそういう目標で取り組むように考えて

います。

上水流会長

・分かりました。ありがとうございました。

渋谷委員

・3ページの創業支援ですけれど、3月 8日にビジネスプランコンテストを行い、市長
にも出席していただきました。若い方からお年寄りの方まで大変多くの方がビジネス
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プランを出され、大変活況でした。皆さんそういう意識をお持ちになられているんだ

な、というのを私も出席させていただいて感じました。これは本当にいいやり方だな

と思い、引き続きやればいいと思います。

上水流会長

・ご意見ありがとうございました。他にいかがでしょうか。

富川委員

・2ページのはつかいち就職ガイダンスは、市全体でやっていたものなのに、宮島観光
関連企業がほとんどを占めていたということなのでしょうか。

事務局：産業振興課 産業企画係長

・宮島観光関連企業の人材不足の傾向が顕著に出ているということもあり、まずはそこ

から取り組もうということで、昨年度と今年度、2年続けて観光を主題としてやった
ところでございます。2年やりましたので、来年度は違うターゲットにして開催しよ
うということで今計画をしています。

上水流会長

・よろしいでしょうか。他にいかがでしょうか。

中村委員

・木材港の経営者の方が、ずっと宮島工業高校から従業員を採用していたが、今年は途

切れたとおっしゃっていた。宮島工業校で宮島の宮大工の方に講演をしていただいた

ということですが、宮島の古い建築に興味を持っていただくことも、とても重要なこ

とだと思いますけれど、廿日市市内のものづくりについて、市内の高校などでチャン

スがあれば講演のようなもので知っていただいて、廿日市市の生徒が地元に残ってい

ただけるような工夫をしていただければいいのではないかと思いました。

事務局：産業振興課 産業企画係長

・おっしゃったことは、まさしく広島県の全体としての大きな課題になっていまして、

いかに卒業された方が広島に戻ってきていただけるかという取組を、これから注力し

ていかないといけないと考えているところです。来年度にはなりますが、会議所・各

商工会の皆様と、学生に向けた廿日市市内の企業の PRをどういうふうにしていくか
を話し合って、実行に移していきたいと考えていますので、ご協力をいただければ、

と思います。

上水流会長

・はい、ありがとうございました。他にいかがでしょうか。

松本委員
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・先ほどのはつかいち就職ガイダンスに宮島観光関連企業 13社というのは、ホテル関
係の従業員不足ということが大きいので、宮島のホテルが出られて働き手を採用しに

いくという形がとられています。

富川委員

・ほとんど宮島島内が中心で、それ以外の地域での人手不足はそれほどでもない状況な

のですか。

松本委員

・人手不足は、他でもあるのですが、宮島が深刻化しているということです。

上水流会長

・他に、いかがでしょうか。それでは続いて、戦略 2をよろしくお願いします。

戦略２ 市内を縦断する食産業「フードバレーはつかいち」の創出

事務局：産業振興課 産業企画係長より資料説明（記録省略）

【戦略 2－戦術 6：農業の多様な担い手の育成と経営力の強化】
【戦略 2－戦術 7：水産業の６次産業化の推進と環境の保全】
【戦略 2－戦術 8：食の現場ツーリズムの立ち上げ】
【戦略 2－戦術 9：地元農産物と観光等をつなぐ地産地消の仕組み】

上水流会長

・戦略 2に関しまして、委員の皆様から補足の説明やご意見・質問がございましたらお
願いいたします。

渋谷会長

・6ページの水産業の環境の保全というところで、牡蠣が問題になっているということ。
大野のあさりはブランド化されているけれども、今年は全滅に近いという話を聞いて

いて、私もまだ 1回しか食べていないのです。結局、海の状況が悪くなっているから、
魚にも牡蠣にも貝にも影響を及ぼしているのではないか。抜本的なことを考えないと、

結局、場あたりの手の打ち方しかできないのではないかなという気がしています。

事務局：農林水産課長

・確かに大野のあさりは、去年の 8月の暑い時季を過ぎた 9月以降、急にへい死が増え
たという情報は受けております。実は影響を受けたのは大野が非常に多く、大竹と広

島市佐伯区はそこまで影響を受けていなかったという情報もありますので、状況をよ

く見ないといけないかなと思っています。県と連携を図りながら、へい死が増えた原

因の調査から入り、結果を待ちたいと考えております。
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上水流会長

・6ページの市の駐車場内において雑草対策試験を実施とありますが、結果的にはどう
だったのでしょうか。

事務局：農林水産課長

・3月 17日、18日にかけて表土を 10センチ程度剥ぎ取り、圧縮してかなり粒度の高
い廃竹のチップ化をしたものを入れて雑草対策を行うということで、まだ実施したば

かりです。1年かけて経過観察をして、その結果に基づいて活用を考えていこうと
思っております。

上水流会長

・それでは戦略 2は以上にして、戦略 3について説明をお願いいたします。

戦略３ 森林の育成から木の消費までを結ぶ「木のたびネットワーク」の形成

事務局：産業振興課 産業企画係長より資料説明（記録省略）

【戦略 3－戦術 10：木のまちはつかいちを牽引する企業・挑戦するグループ等の集中支
援】

【戦略 3－戦術 11：産官連携による市食材活用の仕組みの構築、事業化】

上水流会長

・戦略 3に関しまして、委員の皆様から補足の説明やご意見、またご質問があれば、よ
ろしくお願いいたします。

富川委員

・9ページの 2024年度の課題で、宮島歴史民俗資料館と新ミュージアムに関して、完
成が令和 10年度から令和 11年度に変わった以外に課題がありますか。

事務局：産業振興課長

・予定が遅れているのは、設計等の段階の話で、若干少し後ろ倒しになってきたという

事情がございます。今回、新たにミュージアムを作るということで、今までの歴史民

俗資料館と伝統産業会館を合築するという形で、どういった建物にしていくかという

ところをしっかり検討しているところでございます。要は人がしっかり呼べる施設を

どのように作っていけるか、というところが最大の課題というところでございます。

事務局：産業部長

・ミュージアムの整備手法として、従来通り公共が発注して建てるのではなくて、民間

活力を活用しようということで、PPPや PFI、あるいは DBOなどのメリット・デメ
リットを検証し、サウンディングなども交えながら、最適な整備手法の検討に時間を

要しているというところがあります。ある程度の目処が立てば公募していき、最短で



7

令和 11年度ということで検討を進めています。

上水流会長

・戦略 3に関しまして、ほかにいかがでしょうか。

渋谷会長

・廿日市は「木材のまち」で有名だったと記憶していますが、木材が昔のようにたくさ

ん廿日市にきて、加工して製品化されているように見えない。昔は浅原の方の人口が

とても多かったのに、今はずいぶん減少しているということも、結局、林業に関係す

る人が減っているのではないかというのが私の推測です。森林の育成と書いてありま

すが、もっと山を大切にすることが海にも影響するのではないかという気がしていま

す。

事務局：農林水産課長

・林業では、輸入自由化で海外に頼めばきちんと製品が届くという時代になってしまっ

たので、国産材を使うということが一旦廃れてしまったということだったのですが、

世界の情勢も変わってきた中で、やはり森林の持つ多面的な機能を十分に発揮させる、

二酸化炭素の吸収を促進していくためには、間伐などをしていかなければならないと

いうことが国としても掲げられております。そういったことで国産材に回帰しようと

いう取組が非常に盛んに行われているところです。

・木材港の事業者のほとんどが輸入材に頼っている部分が非常に多い状況ですが、いく

らか社会情勢が変わってきて、紛争や戦争が起きて、材をなかなか調達できない、も

しくは輸入のほうが安かったという時代が変わってきている状況です。国産材に回帰

するということで、基盤の整備がまた再度進められている状況もあり、市内でも国産

材を非常に多く取り扱っている中本造林では、製材業の機能を強化して、特に市産材

の原木を製材して、板とか柱とかの製品を市内に供給していきたいということです。

今後、市産材の活用として原木が流れてくるような状況になってきますので、少しず

つではあると思いますが使用頻度、もしくは市産材を手に取る機会というのは増えて

くるのではないかと考えております。

上水流会長

・産業の流れ、あり方ということでご説明いただいたと同時に、市民の方に知っていた

だくということで、今回の説明の中で広島駅「ミナモア」の中で「木のまち はつか

いち」ということを PRしたり、明日も類似したイベント（木のたびツアー）が実施
されたりということがあり、見せ方も含めて「木のまち はつかいち」というところ

が、市民も含めて認識が深まればというご意見と理解しましたので、引き続きよろし

くお願いいたします。

・それでは続きまして、戦略 4に関して、事務局の説明をお願いいたします。

戦略４ 観光まちづくりのマーケティング/マネジメント機能の強化

事務局：産業振興課 産業企画係長より資料説明（記録省略）
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【戦略 4－戦術 12：レスポンシブルツーリズムの推進】
【戦略 4－戦術 13：ストレスフリーな観光地づくり】
【戦略 4－戦術 14：マイクロツーリズムの普及・定着／「過疎」コンテンツの充実】
【戦略 4－戦術 15：インバウンド観光の復活、市内周遊促進】
【戦略 4－戦術 16：「新たなにぎわい×地元事業者」による稼ぐ仕組み】

上水流会長

・それでは戦略 4に関しまして、委員の皆様からご意見等を頂戴したいと思いますが、
いかがでしょうか。

富川委員

・まず 1つ目が、10ページのレスポンシブルツーリズムについてです。観光マナーの
啓発で、イベントが中心になっているようですけれど、イベントでは参加者にしか周

知できないというところがありますので、もう少し抜本的に考えることはできないの

かと思っています。個人的に意見を言っていいのかわからないですけれど、例えば

オーバーツーリズムもあるので必ずガイドをつけるような海外の事例もあります。ガ

イドをつけるとか、最初に島に入ったときにマナーの説明を受けるとか、もう少し広

げないとイベントだけでは参加者に限られてしまうのではないかというところを感

じました。

・エコツアーというのは、基本的には屋久島や西表島の大自然など、自然を守るような

ことが第一義にあると思うので、12ページの SDGsのプログラムに絡んできます。
干潟の観察会こそエコツアーに入ると思うので、もう少し SDGs系を入れたエコツ
アーが推進されるべきではないかと思いますので、見直しをされたらいいと思いまし

た。

・もう一つは、13ページのインバウンドです。インバウンドに力を入れているという
のは分かるのですが、地政学的にも今までのようにインバインドが急増するとは少し

考えにくいという点もあります。一方で、日本人に対する誘致策、東京とか関西とか、

大きなマーケットに目を向けていないところに疑問があります。広島に来る観光客と

して外国人が目立っていますが、日帰りが多くてほとんど消費額も上がっていないと

思います。それに対して、8割程度を占めているはずの日本人は、休暇制度が整って
きているので今後は増えてくるのではないかという見通しと、今は円安なので外国に

行くアウトバンドよりも国内需要が高まっている状況がありまして、もう少し日本人

に目を向けた政策が必要ではないかと思います。

観光課長

・まず 1点目です。今年度、マナー啓発として実施したことは大きく 3つあり、1つは
宮島への入り口であるフェリーターミナルにマナー啓発のポスターなど、周知したい

ことを大きく表示しました。合わせて動画を作成して、フェリーターミナルなどで上

映しています。ただ、それでは気づかない方がいらっしゃるということが大きな課題

でして、どちらかというとイベントのような形にはなりますが、京都の啓発事例を参

考にして、具体的に興味を示していただくひとつのきっかけとして実施したのが旅先

クイズです。特に、宮島の中で大きな問題になっているゴミ箱とトイレの少なさなど

について、旅先クイズに興味を持たれた若者などに正しい情報を広めていきたいとい



9

うのがねらいです。特にイベント中心ということではなく、いろいろな手法を使って

PRしていきたいと思っております。
・2点目のエコツアーについてです。ここ数年、コロナの関係でコンテンツ作りが止
まっていたというのが実情です。今、インバウンドも戻ってきていまして、宮島の文

化遺産であると同時に全島がバッファーゾーンにもなっていますので、SDGsやエコ
ツアーの造成が急務であるというところから始まり、やはり増やしていかなくてはい

けないというのが我々観光課の考えであり、どういったことができるのか引き続き検

討してまいりたいと思います。

・3点目の日本人観光客に対する取組が必要ではないかということですが、主に日本人
対象として力を入れているのは教育旅行で、誘致活動とか PR活動をしてきておりま
す。ご指摘のとおり、インバウンドがなくなった時にどうなるのかという危機感は、

宿泊事業者と話をしていると痛烈に感じているところでもあります。少子高齢化とは

いえ国内観光客が 9割を占めていますので、今年はまず大阪・関西万博での PRを行
うことと、来年度が世界文化遺産登録 30周年ということもございますので、国内に
向けて発信をしていって、旅行者の獲得に努めていきたいと思っています。

上水流会長

・ありがとうございます。中村委員、お願いします。

中村委員

・インバウンドがあまり伸びないのではないか、私も分からないですが、国の目標とし

ては 2030年までに 6,000万人となっている。去年は 3,900万人ぐらいで、実際の問
題として既に羽田、成田、関空がほぼ一杯になっているらしいです。残り 2,100万人
分をいかに確保するかというところで、地方空港にある意味のチャンスが出てきたり

する可能性があるのではないかなと思います。旅館事業者などでは、直行便ができる

とアジアなどの国の方が宿泊していただけるという話もありました。私の仕事は饅頭

屋ですので、外国の方にはあまり買っていただけないので、日本人の方に来ていただ

きたいという思いはあるのですが、やはり外国人の方にどのようにお金を落としてい

ただくか、経済効果も並行して考えていったほうがいいのではないかということ、ま

た今実証実験していただいている空港と宮島口を結ぶシャトルバスなどのサービス

も、宮島口をきれいに整備していただいている最中なので、機能を上手に活かせるよ

うにしていただければいいかな、という思いがあります。

・もう一つは、あくまでも新年度からということで、空論に終わらせてはいけないと

思っているのですが、宮島観光協会を中心にして地元の各種業種別団体、商店街やコ

ミュニティ、市にもご協力いただきながら、宮島でお客様に快適に過ごしていただい

て、またリピートをしていただくということを目的に、先ほどのゴミの問題にも取り

組んでいきたいと思っています。今、食べ歩きがすごく多いので、できるだけ販売し

た店でごみを回収していただく、あるいは食の安全安心、安全管理をしっかり徹底し

ていただく、お客様が増えますとどうしても接客が雑になったりしますので、ホスピ

タリティサービスの徹底。また商店街では狭いところもあるので、テイクアウトのお

店などでお客さまが並ぶ列をできるだけ敷地内に誘導して、商店街の混在回避をしま

しょうというようなことを、新年度の総会などで観光協会や商工会を中心として皆さ

んに呼びかけることによって、少しずつ啓発をして、場合によっては研修会や講習会

にも参加していただいて、意識を向上していきましょうと宮島町商工会長にもお願い

をしております。



10

松本委員

・観光協会と商工会は、宮島では一つの組織みたいなものなので、お客様を迎えるにあ

たっては、お互いに協力し合って満足していただけるようにしていきたい、と私ども

は考えております。今、いろいろな店舗が入ってきておりますので、少し煩雑にはなっ

てきています。ルールを作ってお客様に失礼のないようにしたいのが一番の目的です。

また、衛生面でもいろいろな問題が出ていますので、問題やクレームが出ないような

ルールを作っていかないといけないと思っています。

上水流会長

・はい、分かりました。ありがとうございます。

・1点だけ、観光のことで気になっているのが、例えば高齢化していって足が不自由な
方とか、障がいのある方の観光についてどうなるのか、ということについて疑問に

思っているところです。宮島は非常に混んでいることもあって、歩くのも大変という

ことがありますが、何か今後の対策はあるのでしょうか。

松本委員

・今商工会としては、「WHILL（ウィル）」（次世代型電動車椅子）の導入なども考えて
います。狭い商店街を通れるかどうかという問題もあり、平和公園でトヨタが実証実

験をするとのことなので、良いようなら宮島でも実証実験をしてはどうかという話が

出てはいるところです。商店街を通れるかどうか、厳島神社への経路や段差など、い

ろいろな問題が出てきていますので、もう少し時間がかかりそうではありますが、検

討しております。

上水流会長

・宮島の観光の中で出てきた問題として、これから多分そういう方が増えてくるかなと

思っていますので、よろしくお願いします。

・それでは続きまして、戦略 5に関しまして事務局より説明をお願いいたします。

戦略５ 企業の生産性の向上や新事業の創出支援

事務局：産業振興課 産業企画係長より資料説明（記録省略）

【戦略 5－戦術 17：大学の知財や金融機関ネットワーク、デジタル技術をつなぐ場づく
り】

【戦略 5－戦術 18：EC市場・首都圏・海外の販路拡大】
【戦略 5－戦術 19：ウィズ・アフターコロナの需要を捉えた事業再構築・新商品・サー
ビスの開発支援、事業継続力の強化】

上水流会長

・ありがとうございます。それでは戦略 5に関して、委員の皆様から補足の説明等を含
めまして、ご意見がありましたら、よろしくお願いいたします。
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林委員

・戦術 17の大学の知財等をつなぐ場づくりに関して、まだ具体的な取組を検討すると
いうことが不足しているという課題感もありますので、次のステップのところでどう

いうことができるかというところはぜひ議論させていただきたいと思っております

ので、よろしくお願いします。

・併せて大学も、ものづくり工房を 4月から拡充させまして、将来的に地域の方々とも
交流を図れる場として使っていけるようにというビジョンを描いております。先ほど

も木を使った取組の話がありましたけれど、地域の方々、例えば小中学生も含めて盛

り上げるような会場として使えたり、大学の教員も地域の魅力をどうやって発信して

いくかというところも考えたりしながら取り組んでいきたいと思っております。将来

そのあたりも相談させていただけたらと思っておりますので、よろしくお願いします。

上水流会長

・他にいかがでしょうか。それでは、戦略 5に関しましては、以上とさせていただきま
す。続きまして、戦略 6について、事務局で説明をお願いいたします。

戦略６ 新たな都市活力の創出

事務局：産業振興課 産業企画係長より資料説明(記録省略)
【戦略 6－戦術 20：市内企業の留置・市外企業の誘致】

上水流会長

・ありがとうございました。戦略 6につきまして、委員の皆様から何かございますで
しょうか。戦略 6は、以上にいたしまして、最後に、戦略 7につきまして、事務局で
説明をお願いします。

戦略７ 「オールはつかいち」の産業支援

事務局：産業振興課 産業企画係長より資料説明（記録省略）

【戦略 7－戦術 21：廿日市版 DMO・DMCの検討】
【戦略 7－戦術 22：創業支援プラットフォーム機能の発揮】

上水流会長

・戦略 7に関しまして、委員の皆様から何かございますでしょうか。
・DMOについてはどういう状況にあるのでしょうか。

観光課長

・今、令和 7年度中の設立にむけて動いているところです。DMOという制度自体が国
の方で見直しを図られておりまして、この秋に実際の具体的な方向が示されることに
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なっています。ですから、DMOの登録をすぐにするのではなく、まず一般社団法人
化をして動ける体制づくりをしていきたいと思っております。来年度予算に計上して

いるのは、市役所本庁の 1階のコンビニエンスストア跡を改修して、事務所として活
用したいと思っているところです。

上水流会長

・わかりました。ありがとうございます。

・他にいかがでしょうか。それでは戦略 7につきましては、以上といたします。議題 1
は、以上となります。ありがとうございました。

（２）次期産業振興ビジョンについて

上水流会長

・続きまして議題 2の次期産業振興ビジョンについて、事務局より説明をお願いいたし
ます。

資料③令和 7年度 廿日市市産業審議会について

資料④廿日市市産業振興ビジョン後期計画 検証シート

事務局：産業振興課 産業企画係長より資料説明（記録省略）

・この資料の説明は、以上となります。

・続いて、先日実施したアンケートの集計結果の速報版について、ランドブレイン株式

会社さんからご説明させていただきます。

資料⑤市内事業者アンケート調査集計結果（速報版）

事務局：ランドブレイン株式会社より資料説明

・それでは市内事業者アンケートの集計結果について説明させていただきます。配付資

料の 2ページ目をご覧ください。
・本アンケートは、次期産業ビジョンの策定に向けた基礎資料としまして、市内事業者

の現況、市に対する要望等の把握目的として実施したものとなります。今年 1月中旬
に発送しまして、2月末にかけて回収集計を行いました。今回、速報としてのご報告
になりますので、特性別の分析には至っておりませんが、ご容赦いただければと思い

ます。

・対象は市内事業者のうち、有意・無作為抽出の組み合わせにより 1,223社を選定しま
して、紙・WEB双方で回答受付を行いました。その結果、回答数 332通、回答率
27.5%となりますので、回答内容の信頼度における一般的な水準はクリアしておりま
す。なお、回答事業者の 3分の 1がサービス事業者に当たりますので、各設問におい
ては、同業者の意向がやや強く出ている感がありますのでご承知おきいただければと

思います。

・3ページ目をご覧ください。市内事業者の経営状況と事業方針につきまして、売上高、
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営業利益、設備投資額、事業員数の 4区分について、直近 3年間の動きと今後 3年間
の見通しをうかがったものになります。直近と今後を比較いたしますと、まず売上高

については、増加減少の割合が低下し横ばいが 6割近くに増加するなど、安定的、保
守的な事業経営を実行、予測している事業者が多く見られます。人口減少や労働力不

足、事業環境の変化等への対応、またコロナ回復期を終えて正常化に向かう中で成長

率が鈍化する傾向等が背景にあるものと推測されます。また、営業利益におきまして

も共通の傾向が確認できますけれども、今後に関して減少を予測する事業者が 3割と
なっております。目下、原材料価格ですとか、エネルギーコストの高騰、また人件費

の上昇等による利益の圧迫、価格転換の難しさなどがうかがえるところです。

・続きまして 4ページ目の左側です。事業者が考える自社の現在の強みと今後強化した
い要素についてうかがったものです。営業・販売力、経営・管理能力、従業員の質の

高さ、財務基盤、製品・サービスの独自性・ブランド力などの基礎的な要素が上位を

占めております。先ほど申し上げた経済環境の不確実性、事業環境の変化を背景にし

まして、足元の経営基盤の強化の方が急務だと考えている事業者の多さがうかがえる

ところです。

・続きまして 5ページ目の右側、経営上の不安要素になります。原材料価格の上昇が突
出しておりまして、事業者の多くが原価の増加による利益率の圧迫、並びに価格転換

の難しさを深刻な問題と捉えていることがわかります。同様に人件費の増加も高く

なっておりまして、この 2つが収益構造の圧力要因として認識されているように見受
けられます。一方で、従業員の高齢化ですとか、人手不足、人材不足なども上位を占

めておりますので、労働力の量的・質的な確保も困難な状況がうかがえます。

・続きまして 6ページ目の立地環境上の課題になります。仕入元、販売先、外注先の減
少などが上位となっております。市内及び周辺における市場の縮小あるいは産業集積

の希薄化を懸念する事業者が多く見られます。市産業全体のエコシステムの弱化ある

いは地域経済の活躍低下を示唆するという点で、注視すべき傾向かと思います。

・続きまして 9ページ目になります。ご議論の中でも人材に関する話が出ております
が、今回のアンケートには慢性的な人材不足の現状を踏まえまして、人材確保に関す

る質問を多めに設けております。まず、左のグラフで人材確保の状況は、不足してい

ると充足しているがほぼ半々で分かれており二極化の傾向といえます。不足している

という事業者に具体的な人数を質問したところ 2人不足しているという事業者が 53
件と最も多くなっていまして、続いて 1人不足しているというのが 27件続いており
ます。たった 1人でも容易に確保できないという状況に、人材不足の深刻さが表われ
ているかと思います。続きまして右のグラフが不足している職種になります。営業・

販売職が 3割ということで突出しています。回答事業者におけるサービス企業の多さ
が反映されているとも言えますけれども、市の主要産業でありますので、ここで人材

不足が続けば、売上確保・拡大の制約要因となりかねないという問題があります。ま

た、製造職ですとかドライバー・倉庫作業員、建設工事職など、現場で必要になる職

種も不足感が顕著に出ています。

・続きまして 10ページ目の左側、人材不足の要因です。応募者の不足が 6割超と突出
しておりまして労働市場における需給バランスが崩れていることを増えるというこ

とを示唆しています。これは廿日市市に限らず、全国共通の構造的な要因ですので、

短期的な解決というのはなかなか難しいものではないかと思います。そして右側は採

用したい人材層になります。同業の実務経験者が過半数を占めておりまして、即戦力

志向が顕著に表れています。人材育成に関して、時間的、資金的な余裕がなく、短期

的な人材ニーズの充足を優先せざるを得ない状況がうかがえます。また第二新卒・若

年層、新規学卒者も高く出ておりまして、若年層の新卒ニーズを反映しています。一
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方で、主婦層ですとか外国人労働者、高齢者等のニーズは相対的に低くなっておりま

して、多様な人材の活用に対する意識というのは、まだ十分に浸透していない様子も

ございます。

・続きまして 11ページ目の左、主な求人方法・採用ルールになります。本日地主様に
ご出席いただいておりますけれども、ハローワークの回答率が 6割強で突出しており
ます。プラットフォーム構築の成果と言えるかもしれませんけれども、公的機関とし

ての認知度や信頼性が当然あるとして、無料で利用可能な点も大きいのではないかと

推察しております。あとは、家族・友人・知人の紹介というのも 4割強と高くなって
おりまして、実効性の高い採用ルールとして重視されているものと思われます。学校

からの紹介というのは 10%弱に止まっておりまして、なかなか高校・大学との関係性
を構築できている事業者というのは限定的な状況にあります。特に新卒採用を重視す

る事業者は連携の確立が課題となっております。また県・市主催の合同企業説明会・

就職フェアの利用率が低くなっておりまして、行政主催のマッチングイベントがあま

り活用されていないという状況があります。開催頻度ですとか、規模、対象者等、事

業者のニーズに合わせたものに改善を図る必要があるのではないかと思います。

・大きく飛びまして 19ページについてです。ここから議論いただいております現行の
産業振興ビジョンの戦略に対する満足度・重要度をうかがったものになります。まず

各戦略の満足度になりますけれども、すべてにおいて「分からない」が 50～60%前後
を占めております。事前に予想された結果ではありましたけれど、市の産業振興の方

向性に対する認知度・関心度という点ではかなりの課題があります。また、「満足し

ている」と「やや満足している」を足し合わせた割合が全ての戦略で 3割未満に止
まっておりまして、一方で「やや不満がある」と「不満がある」を合わせた割合は 2
割未満ということで、戦略毎に明確な違いがあまり見られないという結果になってお

ります。観光まちづくりのマーケティング／マネジメント機能の強化がやや高い評価

を得ておりますけれども、こちらは観光産業の担い手であるサービス業での意向が反

映されたものと推測されます。冒頭から見ておりますとおり、人材確保が多くの事業

者にとって喫緊の課題となっていますが、戦略のうち地域経済を支える人材の育成・

確保も 5割超の事業者が「分からない」と回答しておりまして、他の戦略に対して高
くなっております。戦略の内容や具体的な施策が十分に伝わっておらず、あるいは認

識していても現行の施策が効果を上げていないと感じられているのかなというとこ

ろです。同様に、企業の生産性の向上や新事業の創出支援も大きな事業者に関係する

内容になりますけれども、「分からない」は約 6割を示しており、不満度も高くなっ
ております。フードバレーはつかいちの創出、木のたびネットワークの形成に関する

戦略は、食関連、木材関連産業を対象とするものですので、当該業種の以外の事業者

については直接関係しないこともありまして、「分からない」の多さに繋がっている

ものと推察しております。また、オールはつかいちの産業支援も「分からない」が多

くなっておりまして、戦略に紐づく DMOや DMC、地域商社といった専門的な概念
が事業者側にとっては理解しづらさにつながっている可能性があります。

・続いて 20ページ目です。これは過去の戦略の重要度になります。全ての戦略におい
て大多数の事業者が「重要である」または「やや重要である」と考えていますので、

先ほどの満足度とは別に、各戦略の方向性自体は事業者の視点と一致しているかと思

います。なかでも、人材の育成・確保の重要度が高なっておりまして、「重要」を選

んだ事業者のみで 50%近くに上っております。現に人材不足に苦慮して、今後の人材
確保を懸念している事業者の多さとほぼ一致しますので、本戦略が今後の産業振興に

おける最優先事項の一つに位置づけられるものとなります。また、観光のマーティン

グ／マネジメント機能の強化の重要度は僅差で 2位となっておりますけれども、満足
度との一貫性を見ますと、事業者の意向との合致というのが見えますので、観光産業
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が本市産業・経済のエコシステムのけん引役であるというところを証明しているかと

思います。フードバレーはつかいちの創出と木のたびネットワークの形成につきまし

ては、上位の戦略に比べると「重要」の構成比が顕著に低くなっております。こちら

も業種特化型のイメージが強いこともありますし、市のビジネスコミュニティ全体に

とっては、普遍的に重要とは見なされず、暫定的な支持にとどまっている部分もある

と考えております。同様にオールはつかいちの産業支援も、重要度が低くまた「重要

ではない」割合も多いことから、こちらの施策の抽象性が重要度の低さに寄与してい

る可能性があると考えます。

・続きまして 21ページ目です。先ほどの各戦略の満足度と重要度を点数化した上で、
偏差値によりますポートフォリオ分析を行った結果となります。現行の産業振興ビ

ジョンの戦略を 4象限ごとに分類したものです。まず Aの重点改善領域は、最優先
で改善すべき戦略で、重要度が高いにも関わらず満足度が低い領域ですけれど、地域

経済を支える・成長をさせる人材の育成、企業の生産性の向上や新事業の創出支援、

新たな都市活力の創出が分類されております。人材の育成確保につきましては、全戦

略の中で最も重要度が高い一方、満足度が最も低い水準にあります。事業者に最も求

められていながら現状の取り組みに対する評価が低いというギャップが存在します

ので、早急かつ抜本的な改善が求められるとなります。企業の生産性の向上や新 j
の創出支援につきましても、重要度が平均を上回っていながら満足度が平均を下回っ

ているといったところで、生産性向上は重要な経営課題になりますので、支援施策の

効果ですとか、企業ニーズとの齟齬があることが示唆されていますので、実効性の高

い施策が求められております。また、新たな都市活力の創出も、重要度が平均を上回

る一方、満足度が平均をわずかに下回っている中で、ギャップを埋めるための改善策

が求められるところです。

・次に Bの現状維持領域、強みを維持・発展させるべき戦略です。重要度と満足度がと
もに高い領域となりまして、観光まちづくりのマーケティング／マネジメント機能の

強化が分類されています。産業振興戦略の中で最も効果を示している領域とも言えま

すので、強みを伸ばすとともに他の戦略への波及効果や相互作用を高めることが有効

であろうと考えられます。

・続いて Cの改善検討領域、中長期的に改善検討をすべき戦略です。重要度・満足度と
もに平均を下回っている領域ということになり、市内を縦断する食産業「フードバ

レーはつかいち」の創出が、こちらに分類されました。先ほど申し上げました通り、

食産業を中心に据えた戦略となりますので、業種によっては関心が低く、また関連す

る事業者の期待にも応じられていない可能性があります。戦略の再設定や対象の明確

化、あるいは他の戦略との統合などを検討する必要があると考えております。

・最後に Dの再検討領域、取組のリソース配分や戦略の位置づけを再検討する必要が
ありまして、満足度は平均を上回ったものの重要度は平均を下回った領域です。こち

らに分類されましたのが、森林の育成から木の消費までを結ぶ「木のたびネットワー

ク」の形成です。こちらに関しては業種別の分析が必要になりますけれど、事業者の

認識において、木材関連事業者とそれ以外に乖離がある可能性があります。この戦略

の効果を検証しまして、対象を明確にした上で、取組におけるリソースの配分を最適

化することが望ましいと思われます。もう一つ、オールはつかいちの産業支援になり

ますけれど、新たな産業振興体制の構築という事業者にとっては直接関係しない取組

ですので、重要性が認識されにくいという部分もあるかと思います。戦略の具体化や

事業者へのメリットの明確化などが求められます。

・最後に 25ページです。事業者が考える産業支援施策の整備・充実に関する重要度で
す。端的に申し上げると市に対するニーズとなります。設備投資に対する補助金と生
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成優遇・課税免除に対するニーズが最も高くなっており、「最も重要」と「重要」の

いずれも上位を占めています。特に設備投資については「最も重要」の割合が 2割超
に達しておりますので、これに類する雇用に対する奨励金、運転資金の低利融資等も

含めまして、事業基盤に直接かかわる資金面への支援がニーズの中核を占めているも

のと思われます。また、資金面の支援に関係する部分として、各種申請手続きの簡素

化、支援制度の周知・PRも一定のニーズがあります。支援の充実だけでなく、その
利用しやすさ、施策情報へのアクセスも重要と考える事業者が相当数存在することが

わかります。DXの推進、海外での事業展開、製品・技術開発、知財管理・保護など、
高度な経営課題に対する支援のニーズは総じて低くなっています。ただし、DXの推
進を筆頭に、いずれも将来的には重要性が高まる可能性が高く、先進的な事業者に対

する選択的な支援と並行して、他の事業者に対する啓発や情報提供を進めることで、

市産業の中長期的な競争力低下を未然に防ぐ取組が求められるものと思われます。

・以上、市民の事業者アンケートの結果のご報告となります。今後、特性別のクロス集

計やさらなる分析結果、お答えいただいた事業者の皆様、本日ご出席いただいている

商工会等への皆様等へのヒアリングをいたしまして、内容を掘り下げて、事業者の課

題、ニーズの具体化を図り、ビジョンの方向性を検討する土台としての資料の精度を

高めていきたいと考えております。ありがとうございました。

上水流会長

・ありがとうございました。委員の皆様の方からご質問、ご意見、何でも結構ですので

頂戴できればと思います。

地主委員

・今回のアンケート結果を見まして、特に 10ページ、11ページでハローワークへの期
待というのがすごく高いなと感じでおります。ハローワークというのは、お仕事を探

されている求職者と人材を求めている求人者のマッチングを進めていくのが、大まか

な業務になっていますので、期待に応えていかなという気持ちでおります。その中で、

令和 6年 6月に廿日市市と広島労働局の間で雇用対策協定を結んでおります。アン
ケートデータの中にもありますけれど、人材不足、人手確保が大きな課題になってい

ますので、いろいろな取り組みを市役所と連携しながら進めております。

・特に人手不足というところで、新たなお仕事を探している求職者のほか、まだお仕事

探しの活動を始めていない、まだ積極的には至っていない潜在的な求職者の方の活用

が必要になってくるかと思います。例えば子育て世代の方、シニア世代の方、あるい

は他の地域から転入されてきた方、こういった方の活用を図っていく必要があるかと

思っています。

・子育て世代の活用に関して、来年度から市役所のご協力を得ながら大野地区での定期

的な出張相談を行いたいと思っています。大野地域はいわゆる子育て世代の転入者が

多い地域と聞いております。まるくる（廿日市市多世代活動交流センター「フジタス

クエアまるくる大野」）という市の施設を利用して、ハローワークの利用方法を知っ

てもらったり、ハローワークが行う就職支援を行ったりしたいと思っております。ま

た、シニア世代の方には、今年度、高齢者雇用に理解のある事業所を集めていただい

て座談会セミナーというのを開きました。高齢者を活用するときのメリット、会社が

行っている安全配慮といった意見交換会を行っております。他地域からの転入者に向

けては、廿日市市は 9年ですか 10年ですか、連続して転入超過ですので、ハローワー
クの利用方法や、地元のハローワークを利用してくださいというチラシを 1枚入れさ
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せてもらっています。

・具体的な人材確保の取り組みとしまして、求人をいただいた会社に、ハローワークの

職業紹介を担当する職員、求人部門を担当する職員が同行して、事業所訪問を行って

います。その中で、どういう条件を希望される方が多いといった求職者の動向や今の

窓口の状況といったことを直接お話しています。新たな人を雇うということもそうで

すが、今いる従業員さんに引き続いて勤めてもらう、離職を防ぐということも必要だ

と思います。実は窓口に来られるお仕事を探される方には、退職に至った理由を聞く

ようにしています。退職に至った理由が解消できれば、それは成功した転職となるか

と思います。退職理由は、勤務時間が合わなかった、合わない上司がいた、お休みが

なかなか取れなかった、お給料が少なかったなど、いろいろな理由が含まれますが、

本人たちは会社には全部まとめて一身上の都合による退職と書きます。それらの理由

を会社にお話ししてみて職場定着を図るためのヒント、気づきにしてもらえればいい

のではないかと思い、退職理由のお話をしたりもしています。このほか助成金を活用

した雇用の促進、能力開発に利用できる助成制度の案内も行っています。

・また、ハローワークの会議室を利用して事業所の説明会も行っています。なるべく参

加者が増えるときに、一社だけではなくて複数社を合同でやってみたりしています。

ハローワークの会場での求人説明会ということで、面接会ではありませんので応募書

類、履歴書も準備する必要がなく、参加する方は敷居が低いというところで、LINE
やホームページ、SNSを使って開催の案内等を行っています。求人説明会は三部構
成で、まずは会社からの説明を行っていただき、二つ目は参加された方の質問タイム、

三つ目は個別の相談を行っています。あとは事業所を訪問した際の内容をもとに、会

社が取り組んでいる魅力ある内容、魅力ある求人が活用できるようにいろいろなアド

バイス等を行っています。

・今、人材確保を最重点項目として業務を行っていますので、人手不足の解消や地域の

活性化といったものにつながると思います。職業安定所の行っている業務というとこ

ろでご説明させていただきました。

上水流会長

・ありがとうございました。今、ハローワークで実施されている内容についてご説明を

いただきましたので、そういう部分も含めて、他にいかがでしょうか。何か今回の説

明を受けまして、思ったことがあればご意見をお願いします。

富川委員

・アンケート調査の速報版ということで、今後クロス集計とかしていただくということ

なので楽しみにしているところなのですけれども、膨大な資料ですごく参考になって

います。21ページに、例えば観光まちづくりのマーケティング／マネジメントが、
満足度も重要度も高いということになっていますけれど、実際にはアンケートの対象

がどういう業種なのかというのもあると思います。宿泊とか飲食業と関係ない業者が

ほとんどのはずなのに、どうしてこの項目が高くなっているのか、というのがありま

した。また、業種とか地区別での分析をしていただければ嬉しいです。よろしくお願

いします。

事務局：ランドブレイン株式会社

・当然ながら、業種別、地域性なども加味していければと思っていますし、重みづけの
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ようなところもしなくてはならないかと思います。今回は解析の結果にはなっており

ますけれど、ポートフォリオ分析に関しても業種別にみていくとかなり違ってきます

ので、その中間点のようなところをどこに置くのか、ということがあります。

富川委員

・よろしくお願いします。

上水流会長

・ありがとうございます。観光まちづくりのマーケティング／マネジメント機能の強化

が、21ページの現状維持領域 Bになっているというのは、現時点ではサービス事業
者が多かったから、というのが一つの要因として考えられるということですね。

事務局：ランドブレイン株式会社

・あるいは事業者にとって、廿日市市といえば観光、ということが意識としてあるとい

うことかも知れません。

上水流会長

・いずれにしても、少し詳しい分析が出てくるということで、承知しました。委員の皆

様の方から、こういう情報が知りたいというのがございましたら出していただきたい

のですが、いかがでしょうか。

・今、若い人たちはハローワークよりもオンラインのサイトを見ながら仕事を探すとい

うことも出てきているというのもありまして、地主委員からご説明いただいた中で、

若者向けには今どのように考えていらっしゃるのでしょうか。

地主委員

・若い方で仕事の申し込みに職業安定所を利用される方というのも一定数いらっしゃ

います。失業給付の支払いを職業安定所が担っていますが、会社を辞めた若い人で失

業給付をもらう方は必ず安定所で求職の申し込みをして、定期的なお仕事探しの活動

をする必要があります。一方で、若者のハローワーク離れを、実は私たちの課題とし

て持っています。お仕事を探すという方法はいろいろあるわけで、特にお仕事の申し

込みをしていない方への情報発信というところで、LINEやホームページなど、SNS
での情報発信にかなり力を入れてやっています。LINEの登録者も、今 1,700件くら
いと増えてきているところです。

上水流会長

・ありがとうございました。

事務局：ランドブレイン株式会社

・先ほどご質問いただきましたけれども、今回、採用したい人材層と求人方法・採用ルー

トについて聞いておりますので、クロスすると、どういった人材を求めるときにどう

いったルートを使いたいのかという意向は出てくるかと思います。一般的に若年層が
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欲しい方ほど、今はネットの方に求人を出していると言われておりますし、その辺の

傾向は、次回ご報告できるのではないかと思います。

上水流会長

・ありがとうございます。他にいかがでしょうか。

松本委員

・宮島では、特にタイミーやマイナビで、店舗の窓口で仕事をするアルバイトを募集し

ているようで、若い人に流行っているようです。

上水流会長

・若い人ですね。学生たちを見ているとそんな感じです。

富川委員

・今朝のニュースでやっていましたけれど、リゾートバイトが流行っていまして、学生

が行くのは分かるのですが、50代、60代が伸びているということで、何も若い人だ
けが SNSを活用するのではないというのもあります。大学の卒業生を見ましても就
職活動するときに、やはり地元に残りたいという学生は一定数います。そういう学生

は大体、ハローワークに行って職を探すけれども、地元の企業の募集が遅いので、み

んなが決まっていく中で非常に焦って、早い就職先に決めてしまうということがあり

ます。そういった課題もあり、地元の企業がもう少し SNSで情報を出していけると
いいと思います。

上水流会長

・他にいかがでしょうか。これを見られて思われたことがあれば、積極的にいただきた

いと思うのですけれど。

林委員

・今日は説明がなかったのですが、検証シートの見方を教えていただきたいのですが、

戦術の達成度が書かれているところと、KPIとの関係がどのようになっているのかと
いうところが分からなかったので、お聞かせください。

事務局：産業振興課 産業企画係長

・KPIに対しての達成度として、KPIの目標値を達成していったら Aとしています。

林委員

・例えば KPIが×、△でも Aになっていたり、○でも Bになっていたり、当然 1対 1
の対応ではなくて、いろいろな重みがあるのだと思うのですが、そのあたりがどのよ

うになっているのか。
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事務局：産業振興課 産業企画係長

・KPIの達成度は、目標値を達成していれば○です。後期ビジョンは 5年前の令和 2年
度の数字が基準になっていまして、令和 2年度から伸びていたら△、マイナスになっ
たていたら×としております。戦術の達成度のところは KPIで測れない部分もあり
ますので、全体を眺めた時に一番上の「多様な働き方の実現をできるかどうか」に対

して、目標を大きく達成していたら Sプラス、目標を達成したら S、近づいてきたら
Aというような判断で、定性的に判断しております。

林委員

・わかりました。そのようにしか進まないものもありますし、これまでの審議を受けて、

KPIとして新たにこういう項目で評価していくといいのではないか、ということも出
てくるような気もしたので、次にいろいろ議論していくときに検討していただきたい

と思います。

事務局：産業振興課 産業企画係長

・KPIの設定がいろいろ難しいなと思っていまして、こればかりに頼れない部分もある
ので、おっしゃった通り、少し検討していきたいと思います。

上水流会長

・ありがとうございます。目標値の出し方、見方といいますか、その辺は整理が必要か

と思いました。

・他にいかがでしょうか。時間も限られてきていますので、先に私も意見を述べさせて

いただきます。やはり人的資本に対する投資をどうするのかという問題が大きく、地

域経済を成長させる人材の育成という戦略の中で、実際に人的資本に対してどういう

行動を取っていくのかという視点も、今後は必要かと思っています。来年度から文部

科学省でリスキリングに関するエコシステムを育成していこうということが始まり

ます。経営者を対象に 5千人を目標に人材育成の意味を実感してもらうものを作って
いくということで、全国で 25箇所採択されるということで、我々も申請に協力して
います。リスキリング後に人材が自分たちの会社から離れてしまうのではなないかと

いう不安を持つ経営者も多く、その部分で積極的になれない三すくみ状態と言われて

いる状況があります。そういうことも含めてどのように人材育成に関わっていけるの

かという視点から、ビジョンの中で考えていく必要があると思っています。

・先ほどお話が出たように県内の大学に進むと、県内で就職するということは多いと思

います。私のゼミ生を見ていると県内から進学しているのですが、特に文系というこ

ともあって昨年度は 7名中 6名、今年度は 4名中 4名が県内に残っています。そう
なると、やはりダム的な効果が大学にはあるのだろうと思っていまして、県内の大学

にどのように進学してもらうかということも、実は人材を確保していく上では非常に

重要な戦略ではないかと思っています。今、県内の大学は厳しい状況にあり、募集停

止しているところも出てきていますので、大学をダム効果としてどう使えるかという

視点も、これからは必要かと思ったところです。

・当然ながら廿日市市の課題は、皆さんご存じのように、宮島とそれ以外の部分の周遊

をどのように作っていくかが非常に重要になっていて、今後廿日市市が全体的に発展

する上で積極的に進めなければいけないところだと思います。重点的にどういうこと

ができるのかということがありましたし、今回のお話の中でももう一つ出てきたのは、
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各事業者はうまくビジネスをされているかもしれないですが、いろいろな方をつなげ

ていくような仕組みづくり、組織づくりができていないという報告が多かったように

思います。そういう意味で、連携させるところにどうインセンティブを置きながらや

れるのか、ということも、今後ビジョンの中で積極的に重点的に行っていかないとい

けない要素かと思いながらご説明を聞いていたところです。

・他にご意見がなければ、最後に村上委員からご発言を頂戴できればありがたいと思っ

ているのですが、いかがでしょうか。

村上委員

・今日はありがとうございました。貴重なご意見をいただきました。先ほど先生の言わ

れるように廿日市市、もっと言えば広島県から人材が就職を機に出ていっています。

4月には正式な発表がありますが、廿日市市は見込みとして 10年連続の転入超過で、
中国地方ではここだけとなります。やはり学生が就職を機に出ていく層は減少し、増

えているのは 30代の子育て世代です。先ほどハローワークからも転入者を対象にと
いうところで、まるくる（廿日市市多世代活動交流センター「フジタスクエアまるく

る大野」）で相談会をしていただくとのこと。確かに廿日市市の中で、大野地域はずっ

と人口が増えている地域です。一方、佐伯とか吉和はどうしても人口が減っていって

いる地域で、市内でも二極化をしていると私も感じています。観光も同じで、宮島は

インバウンドで過去最高レベルに増えてきたものの、実は宿泊の部分だけとると宮浜

温泉はインバウンドが少ない。やはり外国人も宮島口まで、宮島までは来るけれど、

そこから西には行っていない。岩国もかなり苦しんでいると聞いています。先ほどの

大学のダム機能は、これからぜひお願いしたいと思います。地元に就職をしていただ

く、というのがまずはいいのかなと思います。今から作る産業振興ビジョンの中でも、

どのように地元の大学と連携して何かを起こすことができるのか、ということが一つ

大事になると思います。

・今日の議論やアンケートの中でも、脱炭素、ゼロカーボンの関係がなかったので、そ

こは少し気にはなっています。今後、産業とゼロカーボン、脱炭素はセットの議論だ

と思いますので、今度の新しいビジョンの中には見えていく必要があろうかと思いま

す。

・新しい総合計画のタイトルには「ワクワク」という言葉が入る予定です。特に事業者

をつなぐということで、観光のところは今後 DMOを立ち上げていくということであ
りますので、新たな枠組みを使って事業者をつなぎ、新しい価値を生み出すような仕

組みで、今、いろいろ廿日市市で産業が動いているので、最終的にはこの産業振興ビ

ジョンでワクワクするまち、というところが定着する、それが学生にも受け入れられ、

転入にもつながるような形で、好循環を目指していきたいと思います。今日、皆様の

ご意見をいただきましたので、ぜひ活かしていきたいと思います。ありがとうござい

ます。

上水流会長

・ありがとうございました。今、「ワクワク」というのは非常に大事だなと思っており

ますし、産業ですけれど、働く人たちの暮らしが幸せでないといけないと思います。

人材確保という意味では、やはり働きやすい、暮らしやすいということが大事なので、

本来はやはりそこまで視野に入れる必要があるのかなと思いました。ぜひそういう形

で、またよろしくお願いいたします。

・それでは皆様よろしいでしょうか。それでは、議題につきましては以上とさせていた
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だきます。全ての議題が終了いたしましたので、進行の方を事務局の方にお返しいた

します。よろしくお願いします。

事務局：産業振興課長

・委員の皆様、長時間にわたりどうもありがとうございました。本日ご審議いただきま

した内容につきましては、事務局で整理させていただいた後に、会議録の概要等の配

付によりお伺いさせていただきます。

・また今年度、廿日市市では産業構造調査を行っております。こちらの結果についても

完成次第、委員の皆様の方に情報提供させていただきたいと思います。

・それではこれをもちまして、第 17回廿日市市産業振興審議会を閉会させていただき
ます。


